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音楽科教員養成におけるグループでの
模擬授業づくりの成果と課題

大 野 内　　愛
（2023年10月６日受理）

Achievements and Challenges in Creating Mock Lessons as a Group 
in Music Teacher Training

Ai Oonouhi

Abstract: This study aims to reiterate the results and challenges of creating mock lessons as a 
group. The object of the study was the process of creating a mock lessons as a group recorded 
by the students and their impressions of the process in a class that the author was in charge of. 
The group consisted of fi ve members, whose roles were representative, recorder, instructional 
planner, pre-service teacher, and teacher of the mock lesson. Before the mock lesson another 
teacher gave a lesson as a rehearsal, which was the fi rst time this project was conducted. The 
fi rst was that we were able to study the lesson with an awareness of the actual situation of the 
students. Second, it provided an opportunity for the students to form a new view of the class. 
On the other hand, the issue is that each student has his or her own individual view of the class. 
It is one of the results that the students were able to update their own views of teaching, which 
were based on their own experiences in the past, in the course of creating classes in groups. 
On the other hand, the problem is that it is diffi  cult to create classes that make the most of the 
individuality of each student. This did not lead to the creation of classes that made the most of 
each student's strengths.
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１．研究の動機と目的

　筆者は広島大学教育学部音楽文化系コースにおい
て，３年生対象の「音楽科実践論」という授業を担当
している。本授業の直後に，履修者らは中・高等学校
の教育実習を行うことになっているため，授業の内容
は指導案の作成と模擬授業の実施としている。履修者
らは２年次の授業において短時間の模擬授業を体験し
ているが，そこでの学生同士による評価では，授業の

「型」や教師としての人間性については高評価であっ
た一方，生徒の立場に立った授業という視点において
課題が見られた。この結果は，当該学年に限ったこと
ではなく，これまで初めて模擬授業を実施した学生の

ほとんどに当てはまるもので，授業の「型」や先生ら
しさといった「それらしいこと」は準備することがで
きても，その場にいる生徒に目を向けて授業の進め方
を工夫する余裕はない。
　こうした課題の克服への方法を検討するため，これ
まで筆者は「音楽科実践論」を対象に，模擬授業準備
のプロセスに着目し，問題の所在を探った（大野内
2022）。その結果，そもそも準備の段階において，生
徒の反応を予測しての指導方法を考える行動や生徒の
深い学びを実現するための検討行動が行われていな
かったことが明らかとなった。
　そのほかに，学生による音楽科の模擬授業に関する
先行研究では，まず模擬授業を実施することによる学
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生の学びへの有効性や課題をまとめたものがある（日
高2018, 安藤2015，松浦2017）。また，特色のある実
践報告として，教科教育と教科専門を横断する授業づ
くりについて紹介しているもの（小川ら2018, 飯田ら
2018）や，教科教育の学生と特別支援教育の学生の合
同グループでの授業づくりを紹介しているもの（菅ら
2009），オンラインを活用した模擬授業の実践を報告
しているもの（小林2021）がある。そのほかに，模擬
授業の自己評価・他者評価のあり方を検討するため，
e ポートフォリオを活用した実践を報告したもの（山
口2021）や自作ルーブリックによる効果をみたもの（渡
会2018）がある。さらに，近年の学生の傾向を探るも
のとして，学生が何に着目して模擬授業を受けている
のか明らかにしたものがある（藤田2019）。ここでは
模擬授業を受ける学生は，音楽技能面，伴奏面，教師
の知識面に着目して受けているという結果が出てい
る。また，大学生の音楽授業観が現職教員のそれと大
きく乖離していることを示したものがあり（宮下・森
長2001），ここでは乖離の原因として，学生が現役の中・
高等学校で受けた授業をそのままイメージしているこ
と，レッスンなどの専門的な音楽教育を学校音楽教育
の授業観に反映させてしまっていることが予想されて
いる。
　人数的，時間的な問題や学び合いの観点から，先行
研究の多くで扱われているのは，複数の学生（グルー
プ）による模擬授業である。しかしながらグループと
いう形態に着目した模擬授業づくりに関する成果と課
題を明らかにした研究は見あたらない。グループによ
る模擬授業づくりは，多くのアイデアが集まる反面，
時間がかかり，フラストレーションを感じる学生も少
なからず存在する。それでもグループという形態で模
擬授業づくりをすることにはどのような意義があるの
だろうか。
　以上のことから本研究では，グループでの模擬授業
づくりの成果と課題を改めて明らかにすることを目的
とする。併せて，グループでの模擬授業づくりの中で
は，より生徒の実態に合わせた授業への検討を深めさ
せるため，模擬授業の予行練習をグループごとに実施
させた。この取り組みの成果についても明らかにして
いく。

２．対象授業の概要

　対象とする授業は，広島大学教育学部音楽文化系
コースの専門科目「音楽科実践論」である。５セメス
ター（３年前期）に開講されており，教育実習を控え
た学生が履修している。2023年度は20名の学生が履修

した。
　グループ分けにあたっては，教育実習に行く附属学
校がバラバラになるよう配慮しながら１），学生たちに
自由に決めさせた。学生を歌唱・器楽・創作・鑑賞の
４グループ（１グループ５名）に分け，５名それぞれ
に役割を与えた。役割は次のとおりである。

《役割》
１　代表・司会（連絡，全体の取りまとめ，司会）
２　記録（毎回の話し合いの記録）
３　指導案作成（指導案のたたき台作成）
４　予行練習の授業者
５　模擬授業の授業者

　「音楽科実践論」の授業では，まず，歌唱・器楽・創作・
鑑賞をなぜ学校教育で取り扱うのか，ということを話
し合い，その目的を共有したのち，学習指導案の書き
方を再確認した上で，模擬授業づくりに入った。模擬
授業で扱う教材はグループごとに自由に選択させた。
模擬授業の１週間前には，模擬授業の授業者とは別の
授業者による予行練習を実施させ，そこに筆者も同席
した。

３．グループによる模擬授業づくりの
プロセス

　各グループには，模擬授業づくりのプロセスを記録
させた。どのグループも指導案作成係の学生が作成し
たものをたたき台としながら授業づくりを進めていっ
た。そのたたき台からの検討事項について，予行練習
[ 前 ] と [ 後 ] の変化を見る。なお，記録された検討事
項は，KJ 法により「授業構成」「教材・教具の工夫」「具
体的な指導方法」「興味をもたせる工夫」「時間設定」「生
徒指導」「評価」に分類した。

3-1. 歌唱グループ
　歌唱グループは，教科書には掲載されていない

「Believe」という楽曲を用いた歌唱表現を扱う授業を
構想した。内容としては歌詞を具現化したような手の
動きに着目させながら，手話を用いて歌唱させること
にした。自分の発している言葉（歌詞）を，手話を用
いて表現させることにより，より感情を表出させよう
と試みたものである。
　表１は予行練習 [ 前 ] と [ 後 ] の検討事項をまとめた
ものである。予行練習 [ 前 ] の検討事項では，手話を
させての歌唱表現という，授業の中心的な部分にばか
り注目した検討が行われていたが，予行練習 [ 後 ] に
は，まず，見過ごしていた導入部分について，呼吸練習，
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発声練習をここで行う意図は何かということを再検討
している。そのほかにも，生徒をグループに分けて手
話を練習させる場面においてその意図は何かを検討し
たり，その後にクラス全体で手話を使って歌うことの
目的を再検討したりしている。中学校の授業において，
まずグループで話し合い，最後に全体で共有するとい
うのは，頻繁に使用されるパターンだが，歌唱グルー
プの学生たちは，始めはそのパターンの「型」だけを
真似ており，意図まで考えていなかった。そのことに
気づき，予行練習 [ 後 ] に検討が行われていた。

表１ 歌唱グループの予行練習前後の検討内容

3-2. 器楽グループ
　器楽グループは，教科書に掲載されている「浜辺の
歌」のリコーダー奏をとおして，曲の形式を理解した
上での演奏表現を考えさせる授業を構想した。
　表２は予行練習 [ 前 ] と [ 後 ] の検討事項をまとめた
ものである。予行練習 [ 前 ] には，形式やフレーズを
理解させるための工夫を中心に検討していたが，予行
練習 [ 後 ] には「知識の全てを説明しない」や「説明
の時間を短くする」など，無駄な部分をカットしてい
くための検討が行われていた。また予行練習 [ 後 ] は，
器楽の授業としてのリコーダー演奏へのアプローチが
欠けていたことに気づき，「階名で歌う」などの工夫
が加えられた。

表２ 器楽グループの予行練習前後の検討内容

3-3. 創作グループ
　創作グループは，教科書にある，言葉の抑揚に
合わせた旋律づくりをヒントに「CM ソングを作ろ
う」という授業を構想した。旋律の創作にあたって
は，Google が提供している無料 Web アプリ「Song 
Maker」を使用した。このアプリを使用すると，楽譜
の知識がなくとも，マス目をなぞると旋律を作ること
ができ，簡単に作った旋律を再生することができる。
　表３は予行練習 [ 前 ] と [ 後 ] の検討事項をまとめ
たものである。予行練習 [ 前 ] は，Song Maker の良
さにばかり気を取られていたが，予行練習 [ 後 ] では，
アプリの説明や設定に多くの時間が取られたことを反
省し，「説明は１文に指示１つ」「指示は視覚的にもす
る」など，旋律創作以前の部分に着目している。また「イ
ヤホンを使う」という内容は，実際に予行練習をした
ことにより，気づいた点であった。さらに，予行練習
で生徒が創作した旋律に対して即座にフィードバック
できなかったため，「作られる旋律の予測をしておく」
という検討が行われていた。

表３ 創作グループの予行練習前後の検討内容
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3-4. 鑑賞グループ
　鑑賞グループは教科書の教材「ブルタバ」を用いて
音楽を形づくる要素と曲想との関わりを扱う授業を構
想した。楽曲の背景や作曲者に関する情報を，興味を
もって理解させるため，グループによるインターネッ
トでの調べ学習という活動を取り入れ，生徒の興味に
基づいた授業を検討していた。
　表４は予行練習 [ 前 ] と [ 後 ] の検討事項をまとめた
ものである。予行練習 [ 前 ] は，主に生徒の意欲を持
続させるための方法について検討していたが，予行練
習 [ 後 ] はより細かくワークシートや音源，スライド
の修正がなされた。

表４ 鑑賞グループの予行練習前後の検討内容

3-5. プロセスから見る予行練習の成果
　各グループの予行練習の [ 前 ][ 後 ] の検討事項を比
較したところ，予行練習 [ 前 ] は，中心となる授業内
容に関する検討事項が多くを占めていた。授業の目標
を達成するための中心的な部分ばかりに気を取られ，
何かを「加える」という方法で工夫を検討していたよ
うに見える。
　一方，予行練習 [ 後 ] では，これまで意図を考えず
に実施していたことに対して検討し始めたり，導入部
分の重要性に気づいて工夫を施したりしていた。また，
予行練習においてグループのメンバーが生徒役を体験
したことにより，生徒の立場での意見も収集すること
ができ，わかりにくい指示や，長すぎる説明，やるべ
きことの多さに対して工夫を検討することができてい
た。そうした点においては，予行練習 [ 後 ] は何かを

「加える」のではなく「減らす」「整理する」という傾
向が見られた。

４．グループでの模擬授業づくり

　「音楽科実践論」では授業後に全員に感想を記述し
てもらった。その中で，グループでの模擬授業づくり
に関連した記述について，KJ 法を用いてグルーピン
グし，見出しをつけた。グループでの模擬授業につい
ては肯定的意見と否定的意見に分けられた。見出しと，
それぞれの関係については図１のとおりである。

4-1. 肯定的意見
　肯定的意見の多くは【授業内容の充実】に関するも
のであった。具体的には「自分なら取り入れないよう
な活動が提案され，その意図を聞くことで視野が広が
り，色々なアイデアを知れたことが勉強になった」な
どという〈多様なアイデア〉に関すること，「複数の
人の意見を聞きながら授業を練ることで，最初に考え
ていたものよりも１つの授業の意図や目的が一貫して
わかりやすいものにまとめることができた」という〈目
的や意図の一貫性〉，「さまざまな意見を聞いた上で
作った授業の方が，さまざまな生徒がいるクラスで行
うには適していると感じた」という〈多様な生徒への
意識〉，「自分では考えつかないようなアプローチ方法
を知ることができた」という〈目標への多様なアプロー
チ方法〉があった。
　そのほかに【タスクの少なさ】として「自分１人で
作るよりもタスクの量では楽だった」というような肯
定的意見を述べているものもいた。
　また【指導案の書き方への意識】について書いてい
る学生もいた。今回は指導案を書く人，予行練習をす
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る人，模擬授業をする人がそれぞれ異なるように役割
分担をさせたため，その指導案で誰でも実施可能な書
き方をする必要があった。その中で「自分ではない人
がこの授業を進めていくという条件のもとに指導案や
授業の流れを組み立てていくことによって，より多く
の選択肢が見えた」というように，普段とは異なる意
識で指導案作成に取り掛かっていたようである。
　さらに【教材の作成手順】として「ワークシートや
パワーポイントの作り方において友達の方法が参考に
なった」や「自分にはないワークシートの作成方法を
段階的に見ることができた」と記述していた。
　そして【自分自身についての認識】として，「授業
を作りながら，知らないうちに自分の個性に合わせて
手段を選んでいることを実感した」という〈自分の性
格・癖・偏り〉に関する記述や，「他の人から指摘を
受けた時に，もう少し自分の意見を裏付けるものを
しっかり説明できる言語力と自信が必要だと思った」
などという〈自分に足りないところ〉に関する記述が
あった。

4-2. 否定的意見
　否定的意見でもっとも多いのは【まとめる難しさ】
であった。具体的には「１人１人が得意な分野や能力
が全く違うので，なかなか授業が１つの方向にまとま
らない」という〈得意分野の違い〉，「それぞれに学習
させたいことの方向性が少しずつ違って，そこの意見
をすり合わせることが想像以上の難しさだった」「そ
れぞれに理想とする授業があって，それを１つにまと
めるのが難しかった」という〈授業観の違い〉，「人数
分の考え方があり，どれも間違いではないということ
を踏まえた上で，授業の方向性としてどこに落とし込
めば良いのかを考えるのは大変だった」という〈正誤
のなさ〉，「お互いの考えとやりたい活動の意図を汲み
取り合って作っていく難しさという点でかなり苦労し
た」という〈他者の意図の汲み取り〉，「やってみたい
活動を思いつくままに取り入れていったが，逆に活動
を減らすことに踏み切れなかったことが課題」という
ように〈人間関係〉を悪くしたくないという思いから
他者の意見を否定できなかったような記述もあった。
　ほかには【タスクの量の非均衡】として「途中から
何もしない人が出て，最終的には２人で授業づくりを
進めてしまった。意見を出すメンバーも固定化されて
しまった」というように，グループでの話し合いの中
での非均衡が生じていたようである。
　また【授業での活動意図の共有の難しさ】として「指
導案を作成する中で自分の意見が取り入れられた場面
について，それを実施する段階で，私の意図していた

ものとは違うように授業者に解釈されるということも
あった」というように，活動そのものは共有されてい
ても，その意図までは共有できなかったという記述が
あった。

4-3. 肯定的意見と否定的意見の関わり
　肯定的意見と否定的意見を並べてみると，【授業内
容の充実】と【まとめる難しさ】が対照に位置している。
複数のメンバーでの授業づくりでは，多様な意見が飛
び交うことから，これまで１人では思いつかなかった
ようなアイデアが出てくることになるが，そうした状
況をプラスと捉える学生と，他方，マイナスに捉える
学生が存在していた。またこれらのアイデアには正解・
不正解がないため，何に価値を置いて選択するかが重
要となる。その際に，人間関係を気にして，変に他者
を尊重しようとしたり，平等にしようとしたりする動
きもあったようである。
　タスクに関しては，【タスクの少なさ】を記述して
いるグループはおそらくタスクを上手に分担して授業
づくりができたのだろうが，【タスクの量の非均衡】
を記述したグループは，積極的に取り組むメンバーと
そうでないメンバーができてしまったようである。
　またグループ内での意見の共有に関しては，【指導
案の書き方への意識】にあるように，自分以外の他者
が授業を実施することを想定して，内容や意図をしっ
かり共有できたグループもあれば，【授業での活動意
図の共有の難しさ】にあるように，共有したつもりで
も，実際の授業をみるとその意図までは伝わっていな
かったということもあった。その結果「そういう意味
ではなかったのに」というネガティブな感情が出てし
まった。
　しかしながら，この【授業での活動意図の共有の難
しさ】という否定的な意見は，肯定的意見の〈自分に
足りないところ〉にもつながっている。活動の意図が
うまく共有できなかった理由として，自分自身の説明
力のなさを挙げている学生がおり，その学生は自分自
身の足りないところを知ることができたというプラス
の感情へ昇華できていた。
　そのほかの〈自分の性格・癖・偏り〉では，グルー
プで他者と協働して授業づくりをすることにより，自
分というものの理解につながっていた。自分自身の偏
りは，自分を見ているだけでは気づくことのできない
ことである。
　また，否定的意見とは関連づかない肯定的意見とし
て，【教材の作成手順】があった。他者の模擬授業を
見るだけでは，ワークシートやパワーポイント資料の
完成版しか見ることができないが，今回はグループで
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の授業づくりをしていたからこそ，その段階的な作成
過程を目の当たりにすることができた。他者がどのよ
うに教材を改善していくのか，どのように試行錯誤し
ていくのかという過程を見ることは，自分が作成する
際の指針にもなる。例えばワークシートの完成版を見

るだけでは「すごいな」「上手だな」と感心し，「自分
にはできない」と自己否定につながることもあるが，
作成過程を見ることで，どんなに良いワークシートも
修正箇所が多くある状態を経て完成版に至るのだと知
ることができる。

５．グループでの模擬授業づくりの成
果と課題

　予行練習も含めた，グループでの模擬授業づくりの
成果と課題についてまとめる。
　まず，成果としては，１点目に生徒の実態を意識し
た授業を検討できたことが挙げられる。模擬授業の予
行練習 [ 後 ] の検討内容では，これまで検討すらもさ
れていなかった導入部分の意図や工夫について考えら
れていたり，「説明１文に指示は１つ」「視覚的指示を
使う」というように，授業のユニバーサルデザインを
意識した事項が検討されたりしていた。学生らはこれ
まで，自分の教えたいこと，伝えたいことを中心に，
授業の展開部の流ればかりを工夫していたが，予行練
習 [ 後 ] では，そこに生徒が存在すること，そして生
徒の興味関心をこちらに向けなければ伝えたいことも
伝わらない，という事実に気づいたようである。
　成果の２点目は，新たな授業観を形成するきっかけ

となったことである。先行研究にもあるとおり，学生
は自分たちが現役の中・高生だった時に経験した音楽
科授業のイメージが強く，特に１つ１つの活動の意図
を考えることなく，それを「型」として真似る傾向に
あった。また，これまで受けてきた専門教育の記憶が
強く，どうしても理論的で「難しい」授業になりがち
であった。さらに説明力も未熟であり，結果，「難し
くてわからない」授業に陥ることも少なくない。音楽
科の授業づくりでは，専門教育で培った知識・技能を
そのまま生徒に理論的に伝えるのではなく，感覚的に
体験させることが重要であろう。こうしたこれまでの
自分自身の経験に裏づけられた授業観が，グループで
の授業づくりの中で更新されるきっかけとなったのは
１つの成果と言える。
　他方，課題としては，学生それぞれの個性を活かし
た授業づくりが困難なことが挙げられる。特に今回は
指導案の作成者，予行練習の授業者，模擬授業の授業
者をそれぞれ別の学生にするよう指示したことによ
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り，誰でも実施可能な授業づくりになり，学生それぞ
れの強みを活かした授業づくりには繋がらなかった。

６．今後の課題

　グループでの模擬授業づくりでは，当初の想定どお
り，多様な意見により議論が広がりを見せる反面，学
生にはそれをまとめる難しさや負担感があった。しか
しその負担感さえも，将来「チーム学校」として協働
的に活動していくという意味においては，必要なもの
であったとも言える。またタスクを上手に分担できな
かったこと，活動の意図を共有できなかったことも，
将来教職を志す学生にとっては，克服すべき課題とな
る。
　ただし，本当に課題なのは，その負担感をネガティ
ブに捉えたままで，グループでの授業づくりの経験を
終えることである。授業の担当者としては，こうした
負担感をいかに，教職を志すものとして価値づけてい
くのかが重要であろう。
　また，グループでの模擬授業づくりは，個性の発揮
には不向きであることから，これをどのようなタイミ
ングで仕組んでいくべきか，指導の順序についても考
えていかなければならない。

【註】

１）広島大学は，県内に４校の附属学校があり，学生
たちはその中の１校で３週間教育実習を行うことに
なっている。
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